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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第27期

第２四半期
連結累計期間

第28期
第２四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自  平成24年６月１日

至  平成24年11月30日

自  平成25年６月１日

至  平成25年11月30日

自  平成24年６月１日

至  平成25年５月31日

売上高 （千円） 14,995,914 18,393,669 33,357,066

経常利益 （千円） 506,743 613,664 1,228,220

四半期（当期）純利益 （千円） 643,718 192,690 958,001

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 648,858 201,382 971,652

純資産額 （千円） 4,136,583 4,589,821 4,459,377

総資産額 （千円） 22,854,735 23,505,317 23,774,243

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 85.83 25.69 127.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － 25.62 －

自己資本比率 （％） 17.4 18.7 18.1

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 899,238 585,811 1,618,239

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △3,124,294 △394,486 △4,595,682

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 2,035,590 △319,243 2,116,428

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） 4,217,029 3,417,561 3,545,480
 

　

回次
第27期

第２四半期
連結会計期間

第28期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年９月１日

至  平成24年11月30日

自  平成25年９月１日

至  平成25年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 72.19 6.90
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  平成25年12月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。第27期の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額を算定しております。なお、第27期及び第27期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整

後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成25年６月１日～平成25年11月30日）における経済状況は、政府による経済政策や

金融政策への期待感を背景として、企業業績の改善や個人消費の持ち直し等の動きが見られるなど、景気は緩やかな

回復傾向を示しております。

このような情勢のもと、当社グループは、引き続き新規出店による事業基盤の拡大に努めるとともに、異業種との

業務提携に基づく調剤薬局の面展開や新業態の開発に積極的に取り組んでおります。

これらにより、当第２四半期連結累計期間における業績は売上高は18,393百万円（前年同期比22.7％増）、営業利

益は732百万円（同14.6％増）、経常利益は613百万円（同21.1％増）と前年同期比で増収増益を確保いたしました

が、四半期純利益は192百万円（同70.1％減）となりました。

売上高につきましては、前連結会計年度に取得した新世薬品株式会社や有限会社たかはし（現 株式会社たかは

し）等の調剤薬局事業会社及び紙カルテやレントゲンフィルム等の医学資料の保管・管理業務を担う株式会社寿製作

所が連結売上高に寄与したほか、処方せん単価の上昇等により前年同期比で増収を確保いたしました。

営業利益と経常利益につきましては、今後の店舗展開に備えた人員採用等により労務費が増加したほか、前連結会

計年度に取得した連結子会社の費用計上やのれん償却等により費用負担は増加しましたが、売上高の増加で吸収を図

り、前年同期比で増益を確保いたしました。四半期純利益につきましては、前年同期比で減益となりましたが、その

主な要因は、前年同期に新世薬品株式会社の連結子会社化に伴い段階取得に係る差益として413百万円の特別利益を

計上したことであります。

セグメントごとの業績は次の通りであります。

(調剤薬局事業)

当第２四半期連結累計期間において、当社グループは、５店舗（留萌大町店（北海道）、みよし店（愛知県）、末

広町店（東京都）、納店（兵庫県）、西友ひたち野うしく店（茨城県））の新規開局を行い、当社グループが運営す

る調剤薬局は同期間末時点で207店舗（直営206店舗、ＦＣ１店舗）となりました。新規開局した店舗のうち末広町店

（東京都）は、株式会社ファミリーマートとの業務提携に基づき開局した調剤薬局とコンビニエンスストアの機能を

兼ね備えた一体型店舗の第１号店であります。

薬局運営面につきましては、中期経営計画で掲げるソフト（高付加価値）戦略に基づき、①地域医療（在宅医療・

施設調剤）、②後発医薬品、③予防医療、に関する取り組みを展開しております。また、医薬分業率が既に一定水準

に到達している状況を踏まえ、株式会社ヤマダ電機や株式会社ファミリーマートとの業務提携に基づく調剤薬局の面

展開や新業態の開発を推進しております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における調剤薬局事業の業績は売上高は17,420百万円（前年同期比

20.2％増）、セグメント利益は775百万円（同9.2％増）となりました。
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(その他)

その他の事業の主な内容は、北海道ファーマライズ株式会社がＪＲ札幌駅内の「ＪＲタワーオフィスプラザさっぽ

ろ」で展開する「ファーマライズ医療モール」の運営と、株式会社寿製作所が手掛ける紙カルテやレントゲンフィル

ム等の医学資料の保管・管理事業であります。その他は、当社による処方データの販売、株式会社ふじい薬局による

化粧品等の小売販売及び衛生材料等の卸売販売、ファーマライズ株式会社の子会社である株式会社レイケアセンター

による人材派遣事業等であります。

その他の事業における当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は973百万円（前年同期比93.5％増）、セグメ

ント利益は98百万円（同169.9％増）となりました。

　
(2)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、3,417百万円（前年同期

比799百万円の減少）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は585百万円（前年同期比313百万円の減少）となりました。この主な要因は、

税金等調整前四半期純利益を573百万円計上し、減価償却費、のれん償却額を511百万円計上したことで資金は

増加した一方で、仕入債務が259百万円減少し、法人税等の支払を355百万円したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動に使用した資金は394百万円（前年同期比2,729百万円の減少）となりました。この主な要因は、事

業譲受による支出が130百万円、新規開局店舗の出店に伴う、有形固定資産の取得による支出が293百万円あっ

たことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は319百万円（前年同期比2,354百万円の増加）となりました。この主な要因

は、配当を105百万円支出し、短期借入金が1,095百万円減少した一方で、長期借入金が541百万円増加し、社

債が389百万円増加したことによるものであります。

　

(3)　研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は７百万円であります。
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(4)　重要な設備

①重要な設備の新設完了

前連結会計年度末における重要な設備の新設の計画について、当第２四半期連結累計期間において完了した設備

は、以下の通りであります。

会社名 セグメントの名称 設備の内容
所在地
(店舗数)

投資額
(千円)

完了年月

ファーマラ
イズ㈱

調剤薬局事業 新規店舗

静岡県
(1)

39,972 25年11月

愛知県
(1)

31,802 25年８月

小計 71,774 ―

北 海 道
ファーマラ
イズ㈱

調剤薬局事業 新規店舗
北海道
(1)

52,988 25年６月

小計 52,988 ―

ファーマラ
イズプラス
㈱

調剤薬局事業 新規店舗

東京都
(1)

19,028 25年９月

茨城県
(1)

6,893 25年10月

小計 25,921 ―

合計 150,685 ―
 

(注)金額に消費税等は含んでおりません。

　

②重要な設備の新設計画の中止

前連結会計年度末における重要な設備の新設の計画について、当第２四半期連結累計期間において中止した設備

は、以下の通りであります。

会社名 セグメントの名称 設備の内容
所在地
(店舗数)

投資予定額(千円)

資金調達方法

総額 既支払額

ファーマラ
イズ㈱

調剤薬局事業 新規店舗

静岡県
(1)

34,800 ―
借入金及び
自己資金福岡県

(1)
24,000 ―

合計 58,800 ― ―
 

(注)金額に消費税等は含んでおりません。
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③重要な設備の新設計画の変更

前連結会計年度末における重要な設備の新設計画について、当第２四半期連結累計期間末において変更した設備

は、以下の通りであります。

会社名 セグメントの名称 設備の内容
所在地
(店舗数)

投資予定額(千円)
資金調達方法 着手年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力総額 既支払額

ファーマラ
イズ㈱

調剤薬局事業

新規店舗

富山県
(1)

32,650 ―
借入金及び
自己資金

25年12月 26年３月 63㎡

福井県
(1)

24,500 ― 26年１月 26年４月 100㎡

26年５月期計 57,150 ― ― ― ― 163㎡

新規店舗

福島県
(2)

79,800 ―

借入金及び
自己資金

26年12月 27年３月 200㎡

埼玉県
(1)

30,000 ― 26年７月 26年９月 100㎡

石川県
(1)

35,300 ― 26年６月 26年９月 85㎡

愛知県
(1)

23,300 ― 26年６月 26年９月 90㎡

滋賀県
(2)

121,800 ― 26年10月 27年１月 180㎡

27年５月期計 290,200 ― ― ― ― 655㎡

小計 347,350 ― ― ― ― 818㎡

㈱みなみ薬
局

調剤薬局事業
新規店舗

群馬県
(1)

40,000 ―
借入金及び
自己資金

26年１月 26年４月 59㎡

26年５月期計 40,000 ― ― ― ― 59㎡

小計 40,000 ― ― ― ― 59㎡

㈱双葉
調剤薬局事業

新規店舗
京都府
(1)

23,300 ―
借入金及び
自己資金

26年７月 26年９月 85㎡

27年５月期計 23,300 ― ― ― ― 85㎡

小計 23,300 ― ― ― ― 85㎡

北 海 道
ファーマラ
イズ㈱

調剤薬局事業
新規店舗

青森県
(1)

145,000 41,370
借入金及び
自己資金

25年12月 26年４月 170㎡

26年５月期計 145,000 41,370 ― ― ― 170㎡

小計 145,000 41,370 ― ― ― 170㎡

㈱ふじい薬
局

調剤薬局事業
新規店舗

北海道
(1)

18,500 ―
借入金及び
自己資金

26年６月 26年８月 85㎡

27年５月期計 18,500 ― ― ― ― 85㎡

小計 18,500 ― ― ― ― 85㎡

㈱テラ・ヘ
ル ス プ ロ
モーション

調剤薬局事業

新規店舗
大阪府
(1)

38,000 2,304
借入金及び
自己資金

26年１月 26年４月 100㎡

26年５月期計 38,000 2,304 ― ― ― 100㎡

新規店舗
大阪府
(2)

58,600 ―
借入金及び
自己資金

26年９月 27年２月 190㎡

27年５月期計 58,600 ― ― ― ― 190㎡

小計 96,600 2,304 ― ― ― 290㎡

新世薬品㈱
調剤薬局事業

新規店舗
兵庫県
(2)

401,000 177,698
借入金及び
自己資金

25年９月 26年３月 700㎡

26年５月期計 401,000 177,698 ― ― ― 700㎡

小計 401,000 177,698 ― ― ― 700㎡

㈱寿製作所
その他 新規倉庫他

群馬県
(2)

90,378 ―
借入金及び
自己資金

26年３月 27年６月 938㎡

小計 90,378 ― ― ― ― 938㎡

合計 1,162,128 221,373 ― ― ― 3,145㎡
 

(注)金額に消費税等は含んでおりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 313,980

計 313,980
 

(注)平成25年７月29日開催の取締役会決議及び平成25年８月27日開催の株主総会決議により平成25年12月１日付で株式

分割に伴う定款変更が行われ、発行可能株式総数は31,084,020株増加し、31,398,000株となっております。

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年11月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年１月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 78,495 7,849,500
東京証券取引所ＪＡ
ＳＤＡＱ（ ス タ ン
ダード)

単元株式数は100株で
あります。(注)１

計 78,495 7,849,500 － －
 

(注)１　平成25年７月29日開催の取締役会決議により、平成25年12月１日付で１株を100株に株式分割いたしました。こ

れにより株式数は7,771,005株増加し、発行済株式総数は7,849,500株となっております。また、同日をもって単

元株制度を採用し、単元株式数を100株としております。

 　 ２　提出日現在発行数には、平成26年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月 平成25年８月27日

新株予約権の数（個） 6,125

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 612.5

新株予約権の行使時の払込金額（円/株） 1

新株予約権の行使期間
平成25年９月27日から平成55年９月26日まで。ただし、
権利行使期間の最終日が会社の休日にあたる時は、その
前営業日を最終日とする。

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　56,191

資本組入額　28,096

新株予約権の行使の条件
上記の新株予約権の行使期間内において、当社の取締役
の地位を喪失した日の翌日から10日を経過する日までの
間に限り、新株予約権を一括して行使できる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、当社取締役会の決議によ
る承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （募集事項）（１３）に記載しております。
 

　

当社は、平成25年８月27日の取締役会において、当社の取締役に対して発行する新株予約権の募集事項につ

いて、次のとおり決議しております。
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（募集事項）

（１）新株予約権の名称　ファーマライズホールディングス株式会社第１回株式報酬型新株予約権

（２）新株予約権の割当対象者及び人数　当社の取締役(社外取締役を除く)６名

（３）新株予約権の数

当社取締役に付与する新株予約権は6,125個とする。

上記総数は、割り当て予定数であり、引受けの申込みがなされなかった場合等、割り当てる募集新株予約権の総数

が減少したときは、割り当てる募集新株予約権の総数をもって発行する募集新株予約権の総数とする。

（４）新株予約権の目的となる株式の種類及び数

当社普通株式とし、新株予約権１個当たりの目的となる株式数は、0.1株とする。

なお、新株予約権の割当日後に、当社が普通株式の株式分割（株式無償割当てを含む。以下同じ。）または株式併

合を行う場合は、新株予約権のうち、当該株式分割または株式併合の時点で行使されていない新株予約権について、

次の計算式により付与株式数の調整を行い、調整により生じる１株未満の端数については、これを切り捨てる。

　

調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　分割または併合の比率

　

また、割当日後に当社が合併または会社分割を行う場合、その他これらの場合に準じ付与株式数の調整を必要とす

る場合には、合併等、合理的な範囲内で株式数を調整されるものとする。

（５）新株予約権の払込金額

新株予約権の払込金額は、新株予約権の割当日において「ブラック・ショールズ・モデル」により算定される公正

な評価額とする。

（注）新株予約権の割り当てを受けた者に対し、当該払込金額の総額に相当する金銭報酬を支給することとし、この報

酬債権と新株予約権の払込金額の払込債務を相殺することをもって、当該新株予約権を取得させるものとする。

（６）新株予約権の割当日　平成25年９月26日

（７）新株予約権の行使に際して出資される財産の額

各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受けることができる株式１

株当たり１円とし、これに付与株式数の総数を乗じた金額とする。

（８）新株予約権を行使できる期間

平成25年９月27日(西暦2013年９月27日)から平成55年９月26日(西暦2043年９月26日)までとする。ただし、権利行

使期間の最終日が会社の休日にあたるときは、その前営業日を最終日とする。

（９）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①　新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項の規定

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、その端

数を切り上げるものとする。

②　新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金等増加限

度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた金額とする。

（10）新株予約権の譲渡制限

譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会の承認を要するものとする。

（11）新株予約権の行使の条件

新株予約権者は、権利行使時において、当社の取締役の地位を喪失した時に限り、新株予約権を行使できるものと

する。

ただし、この場合、新株予約権者は、取締役の地位を喪失した日の翌日（以下、「権利行使開始日」という。）か

ら10日を経過する日までの間に限り、新株予約権を一括して行使することができる。

（12）新株予約権の取得に関する事項
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①　新株予約権者が権利行使をする前に、上記（11）の定めまたは新株予約権割当契約の定めにより新株予約権の行

使をできなくなった場合、当社は当社の取締役会が別途定める日をもって、当該新株予約権を無償で取得すること

ができる。

②　当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる吸収分割契約もしくは新設分割計画または当社が完全子

会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画の承認の議案が当社株主総会（株主総会が不要な場合は当社の取締

役会）において承認された場合は、当社は当社の取締役会が別途定める日をもって、同日時点で権利行使されてい

ない新株予約権を無償で取得することができる。

（13）組織再編を実施する際の新株予約権の取扱

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転（以上

を総称して以下、「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日において残存する新

株予約権（以下、「残存新株予約権」という。）については、会社法第236条第１項８号イからホまでに掲げる株式

会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づき、新株予約権者に交付することとす

る。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会社の新株予約権を新たに交付するものとする。

ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、合併契約、吸収分割契約、新設分割計

画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

①　交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数を交付するものする。

②　新株予約権の目的となる再編対象会社の株式の種類および数

新株予約権の目的となる株式の種類は再編対象会社普通株式とし、新株予約権の行使により交付する再編対象会

社普通株式の数は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、（４）に準じて決定する。

③　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後行使価額に当該各新株予約

権の目的となる株式数を乗じて得られる金額とする。再編後行使価額は、交付される新株予約権を行使することに

より交付を受けることができる再編対象会社の株式１株当たりの金額を１円とする。

④　新株予約権を行使することができる期間

（８）に定める新株予約権を行使することができる期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅

い日から、（８）に定める新株予約権の行使期間の満了日までとする。

⑤　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本準備金に関する事項

（９）に準じて決定する。

⑥　新株予約権の譲渡制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとする。

⑦　新株予約権の取得に関する事項

（12）に準じて決定する。

（14）１株に満たない端数の処理

新株予約権者に交付する株式の数に1株に満たない端数がある場合には、これを切り捨てるものとする。

（15）新株予約権証券の不発行

当社は新株予約権に係る新株予約権証券を発行しない。

（16）新株予約権の行使に際する払込場所

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　高円寺支店 （東京都杉並区高円寺北二丁目７番４号）

　

また、平成25年12月１日付けで普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

　平成25年９月１日～

　平成25年11月30日
― 78,495 ― 815,545 ― 762,846

 

(注)平成25年12月１日をもって１株を100株に分割し、これに伴い発行済株式総数が7,771,005株増加しております。

　
(6) 【大株主の状況】

平成25年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

大野　利美知 東京都杉並区 31,599 40.3

ファーマライズ従業員持株会 東京都中野区中央１-38-１ 3,544 4.5

中北薬品㈱ 愛知県名古屋市中区丸の内３-11-９ 3,300 4.2

㈱バイタルネット 宮城県仙台市青葉区大手町１-１ 3,300 4.2

㈱ほくやく 北海道札幌市中央区北六条西16-１-５ 3,300 4.2

伊藤忠商事㈱ 東京都港区北青山２-５-１ 3,000 3.8

大野　小夜子 東京都杉並区 2,532 3.2

平松　仁 香川県高松市 1,606 2.0

鈴木　孝雄 神奈川県横浜市港南区 971 1.2

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町１-２-10 890 1.1

計 ― 54,042 68.8
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式3,492株（4.4％）があります。

EDINET提出書類

ファーマライズホールディングス株式会社(E05379)

四半期報告書

11/30



　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成25年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 3,492

完全議決権株式（その他） 　普通株式 75,003 75,003 －

単元未満株式 　 － － －

発行済株式総数 　 78,495 － －

総株主の議決権 　 － 75,003 －
 

　

②　【自己株式等】

平成25年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

ファーマライズホールディ
ングス株式会社

東京都中野区中央１丁
目38番１号

3,492 － 3,492 4.4

計 － 3,492 － 3,492 4.4
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年９月

１日から平成25年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年６月１日から平成25年11月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,676,231 3,428,283

売掛金 1,890,601 1,911,365

商品 967,868 935,313

未収入金 1,408,029 1,373,564

その他 417,746 480,528

貸倒引当金 △21,134 △30,539

流動資産合計 8,339,342 8,098,516

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,986,923 2,932,500

土地 2,400,137 2,400,137

その他（純額） 534,891 661,332

有形固定資産合計 5,921,952 5,993,969

無形固定資産

のれん 7,016,482 6,835,292

ソフトウエア 230,925 211,476

その他 50,606 103,662

無形固定資産合計 7,298,015 7,150,431

投資その他の資産

差入保証金 885,684 915,287

その他 1,406,080 1,411,489

貸倒引当金 △94,892 △88,041

投資その他の資産合計 2,196,872 2,238,735

固定資産合計 15,416,840 15,383,136

繰延資産

株式交付費 2,438 799

社債発行費 15,621 22,864

繰延資産合計 18,060 23,664

資産合計 23,774,243 23,505,317
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,332,177 5,045,410

短期借入金 1,350,000 254,810

1年内償還予定の社債 398,000 487,000

1年内返済予定の長期借入金 2,954,600 2,787,042

未払法人税等 311,118 358,344

賞与引当金 83,410 67,432

その他 1,020,238 1,055,830

流動負債合計 11,449,545 10,055,869

固定負債

社債 691,500 1,003,500

長期借入金 6,346,599 7,055,695

退職給付引当金 295,279 306,111

その他 531,941 494,319

固定負債合計 7,865,320 8,859,626

負債合計 19,314,865 18,915,495

純資産の部

株主資本

資本金 815,545 815,545

資本剰余金 762,846 762,846

利益剰余金 2,789,541 2,877,227

自己株式 △88,308 △88,308

株主資本合計 4,279,624 4,367,310

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,920 27,578

その他の包括利益累計額合計 18,920 27,578

新株予約権 － 34,416

少数株主持分 160,831 160,516

純資産合計 4,459,377 4,589,821

負債純資産合計 23,774,243 23,505,317
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 14,995,914 18,393,669

売上原価 12,844,322 15,602,692

売上総利益 2,151,592 2,790,976

販売費及び一般管理費
※１ 1,511,884 ※１ 2,057,992

営業利益 639,707 732,984

営業外収益

受取利息 2,083 3,874

受取配当金 621 945

物品売却益 － 24,124

受取賃貸料 10,439 9,633

その他 9,182 22,812

営業外収益合計 22,326 61,389

営業外費用

支払利息 66,699 101,977

持分法による投資損失 47,189 8,230

支払手数料 8,145 40,890

休止固定資産費用 14,027 11,074

その他 19,227 18,538

営業外費用合計 155,290 180,710

経常利益 506,743 613,664

特別利益

固定資産売却益 142 －

投資有価証券売却益 － 998

段階取得に係る差益 413,298 －

収用補償金 17,755 －

特別利益合計 431,197 998

特別損失

固定資産売却損 － 102

固定資産除却損 4,833 33,226

賃貸借契約解約損 16,885 7,622

特別損失合計 21,718 40,950

税金等調整前四半期純利益 916,222 573,711

法人税等 270,199 380,986

少数株主損益調整前四半期純利益 646,023 192,725

少数株主利益 2,304 35

四半期純利益 643,718 192,690
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 646,023 192,725

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,980 8,657

持分法適用会社に対する持分相当額 △145 －

その他の包括利益合計 2,835 8,657

四半期包括利益 648,858 201,382

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 646,553 201,347

少数株主に係る四半期包括利益 2,304 35
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 916,222 573,711

減価償却費 177,405 221,879

のれん償却額 126,347 289,406

株式報酬費用 － 34,416

貸倒引当金の増減額（△は減少） 492 2,553

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,332 11,809

受取利息及び受取配当金 △2,704 △4,820

支払利息 66,699 101,977

固定資産除却損 4,833 33,226

固定資産売却損益（△は益） △142 102

投資有価証券売却損益（△は益） － △998

賃貸借契約解約損 16,885 7,622

段階取得に係る差損益（△は益） △413,298 －

収用補償金 △17,755 －

持分法による投資損益（△は益） 47,189 8,230

売上債権の増減額（△は増加） 619,719 △55,828

たな卸資産の増減額（△は増加） △30,605 33,227

仕入債務の増減額（△は減少） △187,403 △259,562

その他 △10,324 △15,671

小計 1,310,226 981,281

利息及び配当金の受取額 2,607 1,606

利息の支払額 △67,977 △94,632

法人税等の支払額 △400,289 △355,800

法人税等の還付額 36,915 53,356

収用補償金の受取額 17,755 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 899,238 585,811

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △11,116 △2,107

定期預金の払戻による収入 5,011 120,066

有形固定資産の取得による支出 △578,650 △293,785

有形固定資産の売却による収入 142 46

無形固定資産の取得による支出 △9,732 △32,356

投資有価証券の取得による支出 △6,320 △302

投資有価証券の売却による収入 － 4,000

差入保証金の差入による支出 △9,485 △60,398

差入保証金の回収による収入 21,833 20,150

貸付けによる支出 △90,000 △25,000

貸付金の回収による収入 202 2,000

事業譲渡による収入 － 9,893
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年６月１日
　至 平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年６月１日
　至 平成25年11月30日)

事業譲受による支出 － △130,594

預り保証金の返還による支出 △383 －

預り保証金の受入による収入 19,100 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△2,448,661 －

その他 △16,236 △6,099

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,124,294 △394,486

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000 △1,095,189

長期借入れによる収入 2,900,000 2,180,000

長期借入金の返済による支出 △1,148,781 △1,638,462

リース債務の返済による支出 △41,275 △50,091

社債の発行による収入 － 588,854

社債の償還による支出 △199,000 △199,000

配当金の支払額 △75,003 △105,004

少数株主への配当金の支払額 △350 △350

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,035,590 △319,243

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △189,464 △127,918

現金及び現金同等物の期首残高 4,406,494 3,545,480

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 4,217,029 ※１ 3,417,561
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　

当第２四半期連結累計期間

(自  平成25年６月１日  至  平成25年11月30日)

(連結の範囲の重要な変更）

当第２四半期連結会計期間より、重要性が増したためにファーマライズプラス㈱を連結の範囲に含めておりま

す。

 
 

　

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成25年６月１日　至　平成25年11月30日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費

用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。な

お、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年６月１日
  至  平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年６月１日
  至  平成25年11月30日)

役員報酬 151,841千円 243,670千円

給料手当 242,867千円 286,113千円

退職給付引当金繰入額 4,148千円 4,311千円

貸倒引当金繰入額 2,668千円 11,998千円

賞与引当金繰入額 15,607千円 19,683千円

租税公課 573,976千円 667,382千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年６月１日
  至  平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年６月１日
  至  平成25年11月30日)

現金及び預金 4,387,796千円 3,428,283千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △170,767千円 △10,721千円

現金及び現金同等物 4,217,029千円 3,417,561千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年６月１日  至  平成24年11月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月28日
定時株主総会

普通株式 75,003 1,000 平成24年５月31日 平成24年８月29日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成25年６月１日  至  平成25年11月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月27日
定時株主総会

普通株式 105,004 1,400 平成25年５月31日 平成25年８月28日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年６月１日  至  平成24年11月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３

調剤薬局事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 14,492,965 14,492,965 502,949 14,995,914 － 14,995,914

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 14,492,965 14,492,965 502,949 14,995,914 － 14,995,914

セグメント利益 709,512 709,512 36,558 746,071 △106,363 639,707
 

(注) １  その他には、報告セグメントに含まれない処方データ販売事業、化粧品等販売事業、医療モール経営事業及

び人材派遣事業が含まれております。

２  セグメント利益の調整額△106,363千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの資産に関する情報

新世薬品株式会社、株式会社寿製作所、日本メディケア株式会社の株式を取得したことで資産の金額が「調剤薬局

事業」において3,799,671千円、「その他」において2,719,422千円それぞれ増加しております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「調剤薬局事業」セグメントにおいて、新世薬品株式会社と日本メディケア株式会社の株式を取得したことでのれ

んの金額が変動しております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結会計期間においては

2,163,313千円であります。

「その他」において、株式会社寿製作所の株式を取得したことでのれんの金額が変動しております。なお、当該事

象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結会計期間においては1,714,095千円であります。
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当第２四半期連結累計期間（自  平成25年６月１日  至  平成25年11月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３

調剤薬局事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 17,420,412 17,420,412 973,256 18,393,669 － 18,393,669

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 17,420,412 17,420,412 973,256 18,393,669 － 18,393,669

セグメント利益 775,005 775,005 98,669 873,674 △140,689 732,984
 

(注) １  その他には、報告セグメントに含まれない処方データ販売事業、化粧品等販売事業、医療モール経営事業、

人材派遣事業及び医学資料保管・管理事業等が含まれております。

２  セグメント利益の調整額△140,689千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年６月１日
  至  平成24年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年６月１日
  至  平成25年11月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 85.83円 25.69円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 643,718 192,690

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 643,718 192,690

普通株式の期中平均株式数(株) 7,500,300 7,500,300

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －円 25.62円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 22,059

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

(注) 　当社は、平成25年12月１日付けで普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額を算定しております。なお、前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

　全国証券取引所が公表した「売買単位の集約に向けた行動計画」の趣旨を踏まえ、100株を１単元とする

単元株制度を採用するため、当社は平成25年７月29日開催の取締役会決議に基づき、次の株式分割を行って

おります。

　

　１．株式分割の割合及び時期：平成25年12月１日付をもって平成25年11月30日の株主名簿に記録された株

主の所有株式数を１株に付き100株の割合をもって分割する。

　２．分割により増加する株式数　普通株式7,771,005株

　３．１株当たり情報に及ぼす影響は、（１株当たり情報）に反映されております。

　

EDINET提出書類

ファーマライズホールディングス株式会社(E05379)

四半期報告書

27/30



　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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優成監査法人

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　邊　芳　樹　　㊞

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鶴　見　　　寛　　㊞

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　波賀野　　　徹　　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年１月10日

ファーマライズホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

　

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ファーマライズホールディングス株式会社の平成25年６月１日から平成26年５月31日までの連結会計年度の
第２四半期連結会計期間（平成25年９月１日から平成25年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平
成25年６月１日から平成25年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記に
ついて四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファーマライズホールディングス株式会社
及び連結子会社の平成25年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の
経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点にお
いて認められなかった。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

※１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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